







































































2010 年 10 月に①父子関係、②母子関係について
の調査を行った。2011 年 2 月～ 5 月に③きょうだい
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実施した。2011 年 11 月～ 2012 年２月に⑤異性の友
人関係およびこれまでの恋愛についての調査を行った。
調査はすべて半構造化面接から実施し、質問紙、投映
法の順に施行した後、１時間程度の非構造の面接を行っ
ている。所要時間は凡そ４～５時間程度であった。
③研究の成果
①父子関係、②母子関係
父親、母親ともに受けている影響は異なり、どちら
も価値観、嗜好、思考形式に関するものが多いが、父
親からの影響はより社会性に色づけられた要素が多
く、母親からはより個別性の高い要素について、より
強い影響を受けていた。両親の関係から受ける影響
は、基本的な対人関係に必要な能力（関係形成から維
持、対立からの回復など）についてのものがほとんど
であった。TAT は主に調査協力者の対象関係を推測す
るために用いたが、現状の悩みが主な反応として表れ、
両親イメージは希薄なものが多かった。ただし、特に
親との密着が強く、主体的に自立できていない物語を
生成した人は、対人的対立場面を認識せず、物語性に
乏しい反応が多く生成する傾向があった。
③きょうだい関係
出生順序だけではなく、きょうだいの人数、きょう
だいとの年齢差などの要因が強く影響し、それによっ
てきょうだいとの距離感は大きく異なっていた。特に、
「比較」「競争」という要因は年齢が近く、同室で生活
していた人ほど強く見られ、負の感情の処理について
は解決すべき課題として認識されていた。同時に『自
分は自分』という意識も生まれてくる関係であり、きょ
うだいのことを認めることは、それと付随して起こる
感情であった。きょうだいが年長者である場合、目標、
ライバルとして最も身近なモデルとなり、進路選択、
興味、価値観などに強い影響を受けるが、年少者の場
合影響は曖昧なものとなり、『自分の影響を受けてい
る』という意識が強い一方で、自分と同様の選択を行
うことを嫌う人が多かった。ただし、これらは「年齢
が近く、同性である場合」という条件があるようで、
年齢が離れている場合や異性の場合、「自分とは違う
存在」と初めから考えるため、同一視を望むことはな
いのではないかと思われた。
④同性の友人関係
友人として認識される関係の近さは研究協力者ごと
に異なり、「知り合い（クラスメート・同僚）」「友人」「親
友」の順に個別性が増していた。関係性が分化してい
る程度に応じてアイデンティティは確立されているよ
うに感じられた。中でも『衝突を避け、表面的に他人
に合わせる関係』を構築してきた人は、友人関係を重
視しておらず、持続的な人間関係を持つことが非常に
困難であった。このような人は他者からの影響を認知
しておらず、集団の中で自己を規定させることが困難
であるため、集団への所属感を持つことができず、『第
三者的な関わり方』を取っているようだった。
⑤異性の友人関係
異性の友人関係は性別によって異なる変遷をしてい
た。男性の場合、異性の友人との関係は小学校低学年
の頃までは同性と区別されることはなかったが、二次
性徴と前後して関係の持ち方が『分からなくなり怖
かった』と語る人が多かった。女性の場合それまでの
関係が変わったという認識はしていても、男性に対す
る意識が大きく転換するということはないようだっ
た。大学以降は再び異性という意識が低減しているが、
これは一個人として異性の友人と関わることができる
ようになったことに起因していた。また、異性の友人
関係を持続するために、恋愛にならないように注意す
るということであり、恋愛と異性の友人関係の関連に
ついても語られた。
④研究の課題と発展
本研究は一度限りの調査では得られない個別性の強
いデータを収集するために、研究協力者それぞれに対
して５度の調査を予定している。しかし、４度の調査
を行った結果、複数回会うということ自体が研究協力
者の語りに影響を与えている可能性について考慮する
必要性が出てきた。筆者と研究協力者の関係性が継時
的にどのように変化し、得られたデータにどのような
影響を与えているか考察することで、より厚みを持っ
た理論構築が可能になると考えられる。
